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表紙塩見の臼太鼓踊り

　日向之国耳川流域民俗芸能祭が10

月i4日、目向市文化交流センターで

開かれ、日向市と東臼杵南部町村の民

俗芸能が・堂に披露されました。

　塩見の臼太鼓踊りは、奥野地区に伝

わる民俗芸能。豊年祭としての色彩が

濃く、踊りは毎年旧暦の11月19日に

舞われる習わしです。市内に唯一残る

太鼓踊りとして注日されており、その

名のとおり臼の形に似た太鼓を打ち鳴

らして踊ります。

■
特
集

市
の
家
計
簿
を
公
表
し
ま
す

■
市
政
の
動
き

日
本
ス
ボ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
2
0
0
1
宮
崎
大
会
女
子
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
で
日
向
マ
マ
が
優
勝
ほ
か

■
ま
ち
の
話
題

南
極
観
測
船
「
し
ら
せ
」
が
細
島
港
に
入
港
／
大
阪
近
鉄
パ

フ
ァ
ロ
ー
ズ
が
リ
ー
グ
優
勝
／
開
運
－
・
な
ん
で
も
鑑
定
団
公

開
録
画
な
ど

■
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

平
成
1
4
年
「
成
人
式
」
式
典
の
お
知
ら
せ
／
新
有
権
者
の
意

見
発
表
会
の
発
表
者
募
集
／
平
成
1
4
年
度
幼
稚
園
児
の
募
集

／
第
3
7
回
日
向
市
絡
合
文
化
祭
（
芸
能
・
芸
術
部
門
）
の
1
1

月
か
ら
の
日
程
ほ
か
　
　
　
，
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市の家計簿を公表します特集

平成12年度の決算（見込み）をご紹介します。みなさんから納めていただいた税
金は、どのように使われたのでしょう。普通会計の収支は、11年度と比べてみる
と、入ったお金が251億9945万円、使ったお金が232億8384万円とそれぞれ増

えています。差引額は19億1561万円で、翌年度に繰り越した事業へ充てる財源
を差し引くと、実質収支は4億7833万円の黒字決算となります。

千円］［単位千円］［単位

衛生費
378，46

　そ‘

5．66

入
4
5

地方交付税
5，673、894

■性質別歳出■市民1人当たりの経費と市税負担（目的別）

　　（人口：12，10，1現在　58，996人　蛍位：円）

扶
助
費

　
　
　
　
2
％
）

入
件
費

位
　
　
　
の
源

（18，1％）

（単位：千円）

【
3
り

■収支状況

区　　分 平成12年度 平成11年度 差　　引

歳入総額 25」99，453 24，205，691
993762

歳出総額 23，283β39 23，256，099 27，740

歳入歳出差引 1，915，614 949，592 966，022

翌年度に繰り
zすべき財源

1．437283 471，181 966」02

実質収支 478β31 478，411 一80

難（

　1，710．〔

市　債
1．926

91，864　その他

@　　　　財

68，089

27，703

22818

23，905

14，285

16，476

26，417

土
木
費
　
民
生
費
公
債
費
総
務
費
教
育
費
衛
生
費
農
禁
産
養
そ
の
他

20，50

税市

17，530

18．404

14、156

12、090

9．080

3．640

7．706

一
些

隅
幽

■■■■髄込み状況
■収益的収入及び支出　　　　（単位：千円・％）

＝］茎＝＝一．一｝、．｛甲び率『
水道事業収益11」59，71111，145，045　14，666　　1．3

「内．営業収益　1‘157、0841，142、053．　1臥Q〔ミ〕．　　1．3

　　　　　　　　　　　　営業タネ収益：　　　2，535　　　2804　　　　－269　　　－9．6

訳特別収益　　　　92　－　188　　　－96　－51、2．

r一；嬉　。与1描需lll÷o
■資本的収入及び支出　　　　（単位：千円・％）

　　区分平成12年度平成11年度比較伸び率．．
　資本的収入　　ら85，466　550．622　34，844　　6．3

『　企業債　　550．000　450，000E　100，000　22，2

瀬峰一，嘉続；碗一亜
一資本的支出一 X96，40621！04q江一2一
内． 嚼ﾝ改良費　744327　805，333－61、OO6　－7．6

訳企業債償還元金　　252d79旨　234、8531　17重言6　　7．3

※資本的収支における支出額の不足分については、過年度分

損益勘定留保資金等で補てんしました。

見込み状況

　　　　（単位：千円・％）

細蓮「一…．
区　分 平成12年度…平成11年1蔓． 比　較　伸び率

東　事

　　　　　　　　　　　　　　　　一6L806

島環備一σ禰9一
一59．0

一62．5‘

墨境業i差弓1 7．419ヨ　　10，096　　－2，677　　－26．5

難欝欝響糠．：窺妻
下事一州熱2£61・4732・808・639－14Z・166

謹業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　一5，2
歳出　．2、614、8452，749，413旨一134、568：　．L4二豆

差口1　』一～霜，6露『一　石σ：226．一12、598　－21．3

農排　歳入
難」画一

、置業　差弓1

．259，641　　218，706旨　4α935

247，717．　213，569　　34，148

可8．． V一

1．

U万

11，924 5，137　　　6，787　　132．1

国保．歳入4、802，612．4，464712

騨歳出4，7。5423．4β73，950

康業　差引　　　　　　　97」891

337，gog．　　7．6

33L473 7．6

90，762　　　6，427 7、1

介事　歳入
漢　歳出
険業　差引

1，954，418

1，866，323

購一船・・

纏妻差引

89095

60、額9「’．

6α890

1

老｛建一真野：5汀64，8985、570，553．一405．655

人事1歳出．5、121，442．5，570，553－449」111

　　　差弓1　　43，456　　　　0　43，456．100．0保業

一7．3
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公
債
費
の
割
合
が

O
・
ア
ポ
イ
ン
ト
改
善

　
平
成
1
2
年
度
の
普
通
会
計
決
算
は
、
歳
入
総
額
2
5
1
億
9
9
4

5
万
円
、
歳
出
総
額
2
3
2
億
8
3
8
4
万
円
で
、
歳
入
歳
出
差
引

額
は
1
9
億
1
5
6
1
万
円
で
す
。

　
歳
入
の
内
訳
を
見
る
と
2
4
・
1
％
を
市
税
が
、
2
2
・
5
％
を
地
方

交
付
税
が
占
め
て
い
ま
す
。
市
税
は
、
前
年
度
に
比
べ
2
・
7
％
減

の
6
0
億
8
3
1
7
万
円
で
す
。
構
成
比
を
見
る
と
、
市
税
や
使
用
料

及
び
手
数
料
、
譜
収
入
な
ど
の
自
主
財
源
が
4
4
・
6
％
、
地
方
交
付

税
や
地
方
債
、
国
庫
支
出
金
な
ど
の
依
存
財
源
が
5
5
・
4
％
で
、
前

年
度
に
比
べ
自
主
財
源
の
割
合
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
歳
出
の
内
訳
を
目
的
別
で
見
る
と
、
土
木
費
、
民
生
費
、
公
債
費

の
順
で
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
土
木
費
は
、
各
土
地
区
画
整
理
事
業
、

道
路
の
改
良
工
事
な
ど
が
主
な
も
の
で
す
。
民
生
費
は
、
社
会
福

祉
・
老
人
福
祉
・
児
璽
福
祉
な
ど
の
扶
助
費
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

民
生
費
の
普
通
会
計
に
占
め
る
割
合
が
、
前
年
度
に
比
べ
減
り
ま
し

た
が
、
こ
れ
は
介
護
保
険
事
業
と
日
向
入
郷
地
域
介
護
認
定
審
査
事

業
の
特
別
会
計
を
新
た
に
設
け
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、

労
働
費
と
商
工
費
が
伸
び
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
緊
急
地
域
雇
用
特
別

基
金
事
業
や
温
泉
利
用
施
設
整
備
事
業
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
性
質
別
で
見
る
と
、
義
務
的
経
費
（
人
件
費
、
扶
助
費
、

公
債
費
）
が
1
0
2
億
4
9
0
0
万
円
で
4
4
・
O
％
を
占
め
、
前
年

度
に
比
べ
2
・
8
％
減
少
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
の
行
政
経
費
（
物

件
費
、
補
助
費
等
、
繰
出
金
な
ど
）
が
6
2
億
1
0
2
1
万
円
、
投
資

的
経
費
（
普
通
建
設
事
業
費
、
災
害
復
旧
事
業
費
）
が
6
8
億
2
4
6

4
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
主
な
財
政
指
標
を
見
る
と
、
経
常
収
支
比
率
が
7
9
・
7
％
と
ほ
ぼ

横
ば
い
、
公
債
費
比
率
が
1
3
・
7
％
と
O
・
7
％
改
着
さ
れ
て
い
ま

す
が
共
に
依
然
高
い
水
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。
経
常
収
支
比
率
と
は
、

各
家
庭
の
家
計
簿
で
例
え
る
と
、
衣
食
住
な
ど
の
必
要
経
費
の
割
合

の
こ
と
で
す
。

3
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次
の
世
代
に
誇
り
を
持
っ
て
引
き
継
ぐ
こ

と
の
で
き
る
ま
ち
を
創
造
す
る
た
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
市
は
、
第
4
次
総
合
計
画
に
掲
げ
ら
れ
た
5
つ
の
柱
で
あ
る

1
　
健
や
か
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

2
　
自
然
と
共
生
す
る
快
適
な
環
境
の
ま
ち
づ
く
り

3
　
地
域
の
特
色
を
活
か
し
活
力
に
満
ち
た
産
業
を
育
て
る
ま
ち
づ
く
り

4
　
活
気
あ
ふ
れ
る
交
流
拠
点
の
ま
ち
づ
く
り

5
　
豊
か
な
心
を
育
み
文
化
の
香
る
ま
ち
づ
く
り

に
沿
い
、
市
の
将
来
像
で
あ
る
「
だ
れ
も
が
住
ん
で
み
た
く
な
る
ま

ち
」
を
目
指
し
て
、
均
衡
あ
る
市
政
の
進
展
に
努
め
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
は
1
2
年
度
事
業
の
中
か
ら
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

【教育費】スポーツライフ推進事業

　
こ
の
事
業
は
、
高
齢
者
と
女

性
の
健
康
・
体
力
の
維
持
や
交

流
、
ま
た
、
広
く
市
民
の
ス
ポ

ー
ツ
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
市
民
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ン
ド
ゴ

ル
フ
祭
り
や
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
、
ミ
ニ
テ
ニ
ス
教
室
な

ど
の
事
業
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
ま
た
、
1
2
年
度
は
学
校
体

育
施
設
開
放
事
業
と
し
て
、
地

域
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
場
と
し

て
学
校
体
育
施
設
を
有
効
に
活

用
す
る
た
め
、
地
域
住
民
に
口

琴
中
学
校
や
大
王
谷
中
学
校
な

ど
の
体
育
館
を
、
年
間
で
1
0

0
日
間
、
開
放
し
ま
し
た
。

薄鍋編さん事業【総務費】

　
こ
の
事
業
は
市
民
の
郷
土
に

対
す
る
理
解
を
深
め
、
誇
り
を

高
め
る
た
め
、
平
成
m
年
か
ら

着
手
し
て
い
ま
す
。
1
2
年
度
は

事
業
費
2
5
4
3
万
円
を
か
け

て
、
資
料
の
調
査
・
収
集
、
写

真
収
集
と
聞
き
取
り
調
査
、
現

況
写
真
の
撮
影
な
ど
を
行
い
、

地
方
文
書
5
6
7
6
点
、
内
藤

家
文
書
1
2
5
4
2
点
を
マ
イ

ク
ロ
撮
影
し
印
刷
、
2
3
点
を
カ

ラ
ー
撮
影
・
複
写
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
目
向
旧
史
編
さ
ん
と

し
て
は
、
初
団
と
な
る
市
史
写

真
集
の
編
集
作
業
を
進
め
て
い

ま
す
。

【民生費】在宅福祉事業

　
市
は
家
庭
で
生
活
し
て
い
る

介
護
を
要
す
る
高
齢
者
、
そ
の

家
族
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め

様
々
な
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
い
ま
す
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
な
い
人
の
た
め
の
対

策
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者

が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
対
策

な
ど
、
生
き
が
い
対
応
型
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
事
業
や
家
族
介
護
支

援
対
策
事
業
等
で
6
7
8
8
万

2
0
0
0
円
を
支
出
し
ま
し
た
。

　
介
護
保
険
制
度
施
行
に
伴
い
、

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
ほ
と
ん

ど
が
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
移
行
し

て
い
ま
す
。

々
、

ー
ー
叱
「
－
．
．

【商工費】快適空淀みやざき着生事業

①

ρ

　
日
向
岬
と
馬
ヶ
背
は
本
市
を

代
表
す
る
観
光
名
所
で
、
こ
の

観
光
資
源
を
活
用
す
る
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
整
備
に
務
め
て
い

ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
平
成
6

年
に
設
置
し
た
観
光
案
内
所

が
、
観
光
客
の
増
加
に
と
も
な

い
、
狭
く
な
っ
て
き
た
た
め
、

総
事
業
費
2
3
1
7
万
1
0
0

0
円
で
休
憩
所
と
食
堂
を
増
設

し
た
も
の
で
す
。
新
た
に
バ
ル

コ
ニ
ー
を
増
設
し
、
観
光
客
が

ゆ
っ
た
り
く
つ
ろ
げ
る
ス
ペ
ー

ス
を
確
保
し
ま
し
た
。
事
業
に

よ
り
一
層
の
観
光
振
興
を
図
り

ま
し
た
。

【農林水産費】和牛保留奨励事業’

融転

＼ 　
こ
の
事
業
は
畜
産
業
の
振
興

を
図
り
、
肉
用
牛
経
営
の
安
定

し
た
基
礎
づ
く
り
の
た
め
、
宮

崎
県
内
で
生
産
さ
れ
た
優
良
基

礎
雌
牛
の
保
留
と
品
種
改
良
を

行
い
、
体
言
・
肉
質
な
ど
に
優

れ
た
遺
伝
能
力
の
高
い
優
秀
牛

を
つ
く
る
た
め
に
行
っ
た
も
の

で
す
。
例
え
ば
山
北
で
は
安

平
・
隆
桜
・
L
福
・
福
茂
と
い

う
牛
を
父
牛
と
し
て
生
ま
れ
た

雌
牛
が
優
良
闘
牛
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
1
2
年
度
で
は
1
2
6
万
円
の

事
業
費
で
4
2
頭
の
導
人
を
助
成

し
て
い
ま
す
，

市の家計簿を公表します特集

【消防費】防災まちづくり事業

　
防
災
ま
ち
づ
く
り
事
業
と
し

て
、
第
3
1
部
（
草
場
・
花
ケ

丘
・
迎
洋
園
）
の
消
防
団
機
庫

と
消
防
団
第
8
部
（
吉
野
川
・

清
正
・
地
蔵
）
の
消
防
団
機
庫

を
新
築
し
ま
し
た
。
ま
た
、
消

防
団
第
1
8
部
（
金
ケ
浜
・
別

府
・
三
木
V
と
第
2
5
部
（
別
府
）

の
ホ
ー
ス
乾
燥
塔
を
新
設
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
で
は
老
朽
化
し
た

消
防
機
庫
を
年
次
的
に
新
設
、

改
修
し
て
い
る
ほ
か
、
防
火
水

槽
を
2
か
所
整
備
し
、
消
防
水

利
の
不
足
し
て
い
る
地
域
の
整

備
を
図
り
ま
し
た
。

【土木費】日向市南町土地区画整理事業

　
南
町
は
宮
崎
県
北
地
方
拠
点

地
域
の
中
で
「
日
向
市
生
活
文

化
交
流
拠
点
地
区
」
に
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
b
．
．

　
市
は
、
平
成
8
年
度
か
ら
1
5

年
度
に
か
け
て
都
市
基
盤
の
整

備
と
魅
力
に
満
ち
た
商
店
街
の

振
興
及
び
地
域
間
交
流
の
玄
関

目
に
ふ
さ
わ
し
い
「
ふ
れ
あ
い

と
や
す
ら
ぎ
」
を
演
出
す
る
事

業
を
進
め
て
い
ま
す
。
平
成
1
2

年
度
は
3
億
5
4
8
6
万
円
を

か
け
、
細
島
新
財
市
通
線
築
造

工
事
や
そ
れ
に
伴
う
家
屋
移

転
、
6
街
区
外
造
成
工
事
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

5
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マ
ス
タ
ー
ズ
女
子
ソ
フ
ト
初
代
女
王
の
座
に
日
向
マ
マ

　
女
r
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
日
向

マ
マ
（
中
丸
逸
夫
監
督
）
が
m
月
2
5
日
、

1
1
本
ス
．
ホ
ー
ツ
マ
ス
タ
．
i
ズ
2
0
0
1

宮
崎
人
会
女
．
r
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
の
部

で
優
勝
し
、
試
合

久
R
r
灸
こ
し
り
几
κ
｝
弥

辛
　
　
　
　
！
f
　
一
　
　
一
　
ノ
f
　

’

を
訪
れ
、
優
勝
の

報
告
を
し
ま
し

た
．
．　

市
役
所
前
で
は

山
底
－
市
．
長
や
職
員

ら
約
1
0
0
人
が

出
迎
え
ま
し
た
．
．
H
向
マ
マ
は
、
決
勝

戦
で
東
京
都
代
表
の
多
摩
フ
ェ
ニ
ッ
ク

ス
と
戦
い
、
激
戦
の
末
、
初
代
女
．
し
の

座
に
つ
き
ま
し
た
、
．
中
丸
監
督
が
「
選

　
　
　
　
　
　
　
手
が
一
丸
と
な

プレーが続出

抱き合って喜ぶ選手たち

り
、
優
勝
す
る

こ
と
が
で
き
ま

　
　
　
り
え
　
ロ
ロ
ロ
の
　

し
た
」
と
倒
ρ

山
本
市
．
長
は

「
素
晴
ら
し
い
快
挙
で
す
」
と
点
口
び
の

．．

D
土
盛
で
祝
福
し
ま
し
た
，
、
監
督
と
児
．
k

力
．
r
、
ヒ
将
に
、
市
長
と
助
役
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
代
表
し
て
花
束
が
贈
ら
れ
ま
し

た
．
昭
和
5
4
年
の
宮
崎
国
体
の
少
．
年
少

女
の
部
で
入
賞
し
た
経
験
者
を
揃
え
た

強
豪
チ
ー
ム
と
し
て
試
合
に
臨
ん
だ
目

向
マ
マ
．
．
現
在
で
は
結
婚
し
、
性
も
変

わ
っ
た
人
も
多
ン
＼
あ
い
さ
つ
で
1
人

弓削助役から花束を受け取る児玉力子主将（左）

ず
つ
名
前
を
呼
ん
で
紹
介
し
よ
う
と
し

た
中
丸
監
督
か
ら
、
旧
性
で
呼
ば
れ
て
、

選
F
が
訂
．
止
す
る
一
幕
も
．
、
宮
崎
国
体

力
ら
塞
年
を
経
過
し
て
の
快
進
撃
に
地

．
兀
実
行
委
員
を
は
じ
め
関
係
者
も
大
再

び
で
し
た
．
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
は

茄
歳
以
h
の
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
者
の
中

で
、
特
に
競
技
ヒ
心
向
が
h
尚
い
層
を
斌
象

と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
で
す
．
．
今
回
、

全
国
で
初
め
て
開
か
れ
、
こ
の
宮
崎
県

大
会
が
記
念
す
べ
き
第
－
気
上
会
で
し

た
。
男
．
r
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
代
表
の
日
向

ア
ン
ク
ル
ズ
（
中
島
克
凱
一
5
監
督
）
は
、

京
都
代
表
に
初
戦
で
破
れ
ま
し
た
が
、

力
強
い
．
フ
レ
ー
で
球
場
を
湧
か
せ
ま
し

た
．
．
本
市
か
ら
は
外
に
、
ボ
ウ
リ
ン
グ

競
技
に
黒
川
直
樹
さ
ん
（
亀
崎
）
、
男

f
サ
ッ
カ
ー
県
選
抜
チ
ー
ム
で
松
岡
慶

次
郎
さ
ん
（
庄
夢
V
が
出
場
し
、
そ
れ

ぞ
れ
優
勝
を
飾
る
な
ど
、
う
れ
し
い
話

題
が
続
き
ま
し
た
。

日向甫市劇施行50周年記念式典
，

　式典には市民のどなたでも参加で

きますので、ぜひご来場ください。

（駐単場がございません。ご了承ください）

◇と　き罷lI月16日（金）、午前10時～

◇ところ＝日向市文化交流センター

◇内　審罵小学生による市民憲章の朗読、

50周年表彰、日向市のあゆみの紹介など。

”
や
一

優
田

q

ス
キ
ヅ
と
◎
新
し
く
な
っ
た
よ

r
．
．

ど
ん
な
座
り
心
地
か
な
？

，

　
目
向
市
特
産
の
．
平
兵
衛
酢
を
使
川
し
た

ワ
イ
ン
「
．
平
兵
衛
さ
ん
」
に
ス
キ
ッ
と
し

た
面
し
い
味
の
商
品
が
加
わ
り
、
酒
造
会

社
か
ら
発
売
さ
れ
て
い
ま
す
．
．
こ
の
ワ
イ

ン
に
は
市
制
施
行
m
周
年
・
記
八
，
心
と
し
て
、

新
た
に
市
が
制
作
委
託
し
た
、
ワ
イ
ン
表

紙
ラ
ベ
ル
・
記
念
ラ
ベ
ル
覧
半
兵
衛
酢
由

来
ラ
ベ
ル
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
併
せ
て

出
荷
用
箱
（
カ
ー
ト
ン
）
の
デ
ザ
イ
ン
も

．
新
し
て
い
ま
す
．
．

　
市
農
林
水
産
課
は
「
新
し
く
な
っ
た

ワ
イ
ン
で
市
の
特
産
、
．
平
兵
衛
酢
の
さ

’

「

げ
耽．

蔀
‘

T

ら
な
る
消
費
拡
大
を
」
と
期
待
を
寄
せ

て
い
ま
す
、

　
市
は
、
さ
っ
そ
く
H
月
博
覧
に
H
向

市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
る
1
1

向
市
市
制
施
行
狛
周
年
記
A
，
心
式
典
で
、

来
賓
・
招
待
者
に
ワ
イ
ン
を
記
念
品
と

し
て
配
り
、
市
内
外
に
P
R
す
る
，
レ
定
．
．

　
こ
の
新
し
い
ワ
イ
ン
「
．
半
兵
衛
さ
ん
」

は
、
m
月
か
ら
取
扱
店
で
販
売
し
て
い

ま
す
．
．

　
ス
キ
ッ
と
新
し
く
な
っ
た
朱
を
お
試

し
く
だ
さ
い
．
．
、

ラベルも一新、日向特産平兵酢の消費拡大を

　
日
向
岬
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
の
大
自
然

と
共
に
楽
し
む
「
日
向
現
代
彫
刻
展
2

0
0
1
」
が
m
月
1
4
目
か
ら
1
1
月
m
1
1

ま
で
開
か
れ
て
い
ま
す
．
．
こ
の
彫
刻
展

は
、
現
代
彫
刻
に
ふ
れ
あ
．
う
機
会
を
設

け
よ
う
と
、
市
制
施
行
翻
周
年
の
．
平
成

3
年
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
．
．
今

年
で
H
回
を
数
え
、
全
国
の
菩
名
な
彫

刻
家
な
ど
2
4
人
が
様
々
な
素
材
を
使
乏

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
感
性
を
作
品
に
し
て

い
ま
す
．
田
オ
L
フ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
は

m
月
1
4
口
、
日
向
岬
グ
．
リ
ー
ン
パ
ー
ク

で
行
わ
れ
ま
し
た

　
山
太
－
市
．
長
は
「
今
1
1
で
は
、

彫
刻
展
は
市
民
の
心
の
癖
心
し
の

空
間
．
．
作
家
の
み
な
ん
の
製
作

に
か
け
る
情
熱
も
感
じ
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
、
こ
の

後
、
審
査
し
た
前
町
k
県
疏
近

代
美
術
館
館
長
の
田
中
幸
人
さ

ん
か
ら
彫
刻
展
大
賞
の
発
表
が

行
わ
れ
、
大
賞
に
は
村
ヒ

九
卜
九
さ
ん
作
「
神
々
の
椅
．
r

C
h
a
i
r
　
O
r
　
G
O

d
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
村
h

さ
ん
は
「
自
然
に
生
か
さ
れ
て

い
な
が
ら
、
そ
れ
を
破
壊
せ
ず

に
は
い
ら
れ
な
い
私
た
ち
。
森

に
息
づ
く
神
々
は
今
日
を
ど
う

思
っ
て
い
る
の
か
。
神
々
に
美

し
い
自
然
、
緑
の
国
を
鑑
賞
す

る
座
を
贈
り
、
楽
し
い
夢
を
み
て
も
ら

い
た
い
し
と
作
品
に
対
す
る
思
い
を
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。
川
中
審
査
ロ
ー
－
〔
は

「
作
品
は
H
向
の
人
自
然
に
も
負
け
て

い
な
い
。
大
き
な
志
を
思
い
起
こ
さ
せ
、

未
来
に
夢
を
抱
か
せ
る
」
と
評
価
。
さ

て
「
だ
れ
が
、
ど
ん
な
思
い
を
め
ぐ
ら

せ
な
が
ら
、
こ
の
椅
．
r
に
座
る
の
で
し

ょ
う
か
臥
．
あ
な
た
な
ら
、
こ
の
椅
．
r

に
腰
掛
け
、
ど
ん
な
夢
を
抱
き
ま
す
か
．

　
市
民
み
ん
な
で
選
ぶ
市
民
大
賞
の
投

両
．
小
も
1
1
月
4
日
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
．

彫
刻
展
大
賞
「
神
々
の
椅
子
c
h
a
i
r
　
o
f
　
G
o
d
」

一
．
餐

弓　
●

9
．
●

D
姻

．
’
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う
る
お
い
の
あ
る
農
村
地
域
づ
く
り
を

　
平
成
B
年
農
業
リ
ー
ダ
ー
協
議
会
総

会
が
m
月
2
日
、
市
役
所
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　
同
協
議
会
は
昨
年
7
月
に
、
主
旨
に

賛
同
し
た
1
4
人
の
会
員
で
発
足
。
地
域

農
業
振
興
の
中
核
的
担
い
手
と
な
る
農

業
経
営
者
の
自
k
的
な
活
動
に
よ
り
、

農
業
技
術
、
経
営
技
術
の
研
究
と
実
践

を
通
し
て
、
会
員
柑
厄
の
研
さ
ん
と
他

の
組
織
と
の
連
携
を
保
ち
な
が
ら
、
農

裳
経
営
者
と
し
て
の
能
力
向
ヒ
を
図
る

真
剣
に
話
を
聴
く
参
加
者

こ
と
を
目
的
と
し
て

設
凱
さ
れ
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
奈
須

敏
夫
会
長
が
あ
い
さ

つ
に
疏
ち
「
今
の
時

代
、
何
が
起
こ
る
か

分
か
ら
な
い
。
計
．
幽

倒
れ
に
な
ら
ぬ
よ
う

情
報
を
交
換
し
、
日

向
市
の
農
業
が
A
ノ
夜

の
中
秋
の
名
月
の
よ

う
に
丸
く
収
ま
る
よ

う
意
見
交
換
し
ま
し
　
　

よ
う
」
と
述
べ
ま
し

た
。　

こ
の
総
会
か
ら
市

一
一

写

ξ
ド
㌻
「

ゆド

内
の
認
定
農
業
者
の
ほ
と
ん
ど
弱
人
が

参
加
す
る
こ
と
に
な
り
、
来
賓
と
し
て

出
席
し
た
山
本
市
．
長
は
「
今
、
農
業
経

営
が
成
り
疏
つ
施
策
を
展
開
し
て
い

る
。
意
欲
あ
る
担
い
手
を
育
成
し
、
う

る
お
い
の
あ
る
農
村
地
域
を
つ
く
っ
て

い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
認
定
農
業
者
と
は
、
農
業
の
ス
ペ
シ

ャ
リ
ス
ト
と
し
て
、
自
ら
の
経
営
計
画

を
数
字
に
示
し
て
、
将
来
の
経
営
の
姿

を
明
確
に
し
て
い
こ
う
と
い
う
農
業
者

の
こ
と
で
す
、
ま
た
、
認
定
農
業
者
制

度
は
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
基

づ
き
、
農
業
者
が
計
画
し
た
効
率
的
で

安
定
し
た
魅
力
あ
る
農
業
経
営
を
実
現

「

｝
」0

▼
．

　
ず

■編

「

自己紹介する新役員たち

す
る
た
め
に

補
助
制
度
や

農
裳
融
資
制

度
の
支
援
を

行
政
な
ど
農

業
関
係
機
関

が
行
い
、
農

業
者
の
夢
の

実
現
を
図
っ

て
い
こ
う
と

い
う
制
度
で

す
。
制
度
に

　
　
ち
　
の
　
ロ
も

よ
り
畠
心
勧
と

能
力
の
あ
る

農
業
経
営
者

を
育
成
し
、

経
営
安
定
を
図
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

こ
れ
か
ら
、
認
定
農
業
者
は
地
域
農
業

の
中
心
的
役
割
を
担
う
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
．
、

　
総
会
で
は
平
成
1
2
年
度
事
業
実
績
、

収
支
決
算
な
ど
4
議
案
を
可
決
。
．
平
成

B
年
度
会
長
に
奈
須
敏
夫
さ
ん
（
塩
見
）

を
選
出
し
ま
し
た
。

　
協
議
会
は
平
成
B
年
度
事
業
と
し
て

今
後
は
認
定
農
業
者
交
流
研
修
会
、
他

町
村
の
農
裳
リ
ー
ダ
ー
協
議
会
の
主
催

す
る
講
演
会
へ
の
参
加
な
ど
、
他
団
体

と
の
交
流
を
図
る
と
と
も
に
、
農
業
経

営
に
役
」
凱
つ
パ
ソ
コ
ン
研
修
会
な
ど
に

カ
を
い
れ
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冒　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冒　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　π　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　冒　　　　　　　　一　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　一　　　　一　　一　　　　一　　一　　　　一　一　　　　一一　　　　π

市長回想

霧
⑰山本孫

　
　
　
中
秋
の
名
月

　
日
豊
海
岸
国
定
公
園
の
中
核
で

あ
る
1
1
向
岬
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
は

私
た
ち
の
誇
れ
る
財
産
の
一
つ
で

す
。
そ
の
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
で
催

さ
れ
た
第
9
回
市
民
観
月
会
に
参

加
し
ま
し
た
。
昨
年
、
　
一
昨
年
と

台
風
の
影
響
で
中
断
し
て
い
ま
し

た
が
、
3
度
目
の
止
直
で
実
現
。

今
年
は
快
晴
に
恵
ま
れ
多
く
の
市

民
の
参
加
の
も
と
に
と
て
も
楽
し

い
企
画
と
な
り
ま
し
た
。

　
中
秋
の
名
月
が
、
は
る
か
か
な

た
水
平
線
か
ら
静
か
に
昇
っ
て
い

く
中
で
雲
に
か
か
る
光
景
は
優
雅

そ
の
も
の
。
野
点
、
俳
句
・
短
歌

の
コ
ン
セ
プ
ト
や
琴
と
尺
八
の
演

奏
、
そ
し
て
月
に
ち
な
ん
だ
詩
吟

の
朗
詠
な
ど
、
そ
の
風
情
は
俗
噴

を
は
な
れ
、
し
ば
し
ば
自
然
の
趣

き
に
ひ
た
る
独
特
の
味
わ
い
で
し

た
。　

．
人
の
人
間
と
し
て
生
き
る
喜

び
を
感
じ
「
名
月
や
琴
の
し
ら
べ

に
身
を
い
や
し
」
の
．
句
を
思
わ

ず
口
ず
さ
み
、
関
係
者
の
ご
苦
労

に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
し
げ
た
次

第
で
す
。

践
e
「

（

十〉1
9
1

‘
、

の
び
の
び
と
し
た
空
間
を
表
現

　
富
江
財
光
寺
通
線
に
架
か
る
塩
見
橋

が
〔
財
〕
日
本
産
業
デ
ザ
イ
ン
振
興
会
の

グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。　

県
道
富
高
財
光
寺
通
線
は
、
市
中
心

市
街
地
と
財
光
h
ず
を
結
ぶ
幹
線
街
路
。

交
通
混
雑
を
解
消
す
る
た
め
、
平
成
7

年
か
ら
道
路
拡
幅
L
事
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
塩
見
橋
は
．
平
成
1
2
年
、
架
け

’’，
E

グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞
し
た
塩
見
橋

替
え
L
事
が
終
r
し
て
お
り
、
今
回
、

塩
見
橋
の
景
観
デ
ザ
イ
ン
が
建
築
・
環

境
デ
ザ
イ
ン
の
部
で
自
邸
を
受
賞
し
た

も
の
で
す
。

　
受
賞
の
理
由
と
し
て
、
橋
梁
分
野
は

デ
ザ
イ
ン
が
入
り
に
く
い
領
域
で
あ

り
、
そ
こ
に
二
極
的
に
踏
み
込
ん
だ
点

が
評
価
さ
れ
ま
し
た
．
橋
と
し
て
の
部

分
部
分
の
デ
ザ
イ
ン
が
よ
く
で
き
て
お

り
、
限
ら
れ
た
中
に
も
、
の
び
の
び
と

し
た
空
間
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
、
、

　
．
平
成
B
年
度
の
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞

は
全
国
で
1
2
9
0
件
の
受
賞
が
あ

り
、
う
ち
建
設
・
環
境
デ
ザ
イ
ン
部
門

は
測
件
が
受
賞
し
て
い
ま
す
．
．

「
．
．
・

F

1

「
稲

財光寺側から見た景観

隔てふス催りさ施れ■■回心國回国国囚國■■
藁鹸鮎’搬蘇正しい理解と協力を

へ
’

れ
た
販
売
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

施
設
で
制
作
さ
れ
た
作
品
な
ど
が
販
売

さ
れ
て
お
り
大
勢
の
人
で
賑
わ
い
、
ブ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
、
お
な
じ
み
の

催
し
も
好
評
。
三
二
市
ふ
れ
あ
い
フ
ェ

ス
タ
は
、
障
害
児
者
と
市
民
が
身
近
に

ふ
れ
あ
え
る
機
会
。
イ
ベ
ン
ト
を
通
し

て
、
障
害
児
者
へ
の
雨
し
い
理
解
と
協

力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
2
0
0
1
目
向
市
ふ
れ

あ
い
フ
ェ
ス
タ
が
9
月
目

日
、
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
ま
し
た
．
、

　
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
は
橘

太
鼓
「
団
座
」
の
太
鼓
で

始
ま
り
、
天
翔
獅
r
が
舞

台
せ
ま
し
と
踊
り
を
披
露
。

　
ま
た
、
白
浜
学
園
の
舞

踊
「
夜
桜
お
七
」
な
ど
の

出
し
物
が
参
加
者
を
楽
し

ま
せ
ま
し
た
．
、
文
化
交
流

セ
ン
タ
ー
広
場
に
設
置
さ

　
　
　
　
　
　
福
祉
作
業セレモニーは響座の和太鼓で始まる　　　　　画しにエのフ売裳さ流しの舞　」」舞で橘　　123れ

と
て
も
貴
重
な
も
の
、
「
市
民
の
み
な

さ
ん
に
も
見
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
市

に
寄
付
し
た
も
の
で
す
，

　
海
野
さ
ん
は
「
南
極
は
一
日
、
昼
間

の
よ
う
に
明
る
い
の
で
、
勤
務
が
終
わ

っ
た
後
、
石
の
採
取
に
行
き
ま
し
た
．

こ
の
石
は
往
復
5
時
間
か
け
て
、
基
地

ま
で
運
び
ま
し
た
」
と
当
時
を
懐
か
し

そ
う
に
ゴ
”
り
ま
し
た

矯璽

、．

■陰く』
石の説明をする海野さん

、

9
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、Pπr「q
ノムムりしノ
85の萄欝3ノ

蝋一，

ご

㊦
極
観
測
舶
「
し
ら
せ
」
が
害
潅

　
南
極
観
測
船
「
し
ら
せ
」
が

9
月
2
6
日
、
2
7
日
に
日
向
市
市

制
施
行
5
0
周
年
記
念
事
業
の
一

つ
と
し
て
細
島
港
に
寄
港
し
、

艦
内
を
一
般
公
開
し
ま
し
た
。

　
期
間
中
は
会
場
に
地
場
産
品

販
売
所
や
露
天
商
な
ど
が
軒
を

連
ね
、
多
く
の
家
族
連
れ
で
賑

わ
い
ま
し
た
。
し
ら
せ
は
「
ふ

じ
」
に
代
わ
り
南
極
地
観
測
協

力
を
行
う
、
わ
が
国
唯
一
の
砕

氷
艦
。
砕
氷
の
ほ
か
輸
送
、
観

測
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
母
艦
の
役

目
な
ど
担
っ
て
い
ま
す
。
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
は
輸
送
用
大
型
2
機
、

入港した南価観測船「しらせ」

　　　　　　事　　i

偵
察
用
小
型
2
機
を
搭
載
。
第

25

氈
i
昭
和
5
8
年
）
か
ら
南
極

地
観
測
協
力
に
参
加
し
、
第
2
7

次
（
昭
和
6
0
年
）
に
は
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
観
測
船
ネ
ラ
・
ダ
ン

号
救
出
や
第
幽
門
（
平
成
1
0
年
）

同
国
の
観
測
船
オ
ー
ラ
・
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ス
号
救
出
な
ど
に
活

躍
し
て
い
ま
す
。
主
な
性
能
と

し
て
は
基
準
排
水
量
1
1
6
0

0
ト
ン
、
最
大
速
力
1
9
ノ
ッ
ト
。

乗
組
員
は
1
7
0
人
で
、
う
ち

観
測
隊
員
等
は
6
0
人
で
す
。

　
日
本
の
南
極
観
測
は
1
9
5

7
（
昭
和
3
2
）
年
に
昭
和
基
地

を
建
設
し
て
以
来
4
0
年
以
上
に

わ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
現

象
を
調
べ
続
け
、
オ
ゾ
ン
ホ
ー

ル
の
発
見
な
ど
多
く
の
成
果
を

得
て
い
ま
す
。

螺
．
一
憶

　
　
．
参
　
『

．
日
日
口

家族連れで賑わう地場産品賑売所

④
方
八
方
ど
こ
か
亀
ξ
豪
い

　
市
庁
舎
中
庭
が
市
の
観
光
名
所
、
馬

ヶ
背
と
お
倉
ヶ
浜
を
模
し
た
景
観
に
な

り
、
見
違
え
る
よ
う
に
き
れ
い
に
整
備

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
日
向
市
市
制
施

行
5
0
周
年
を
記
念
し
て
、
宮
崎
県
造
園

緑
地
協
会
日
向
支
部
（
工
藤
洋
三
支
部

長
）
か
ら
市
に
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
日
本
の
渚
百
選
で
今
で
は
サ
ー
フ
ィ

ン
の
名
所
で
も
あ
る
、
お
倉
ヶ
浜
の
砂

も
敷
き
詰
め
ら
れ
ま
し
た
。
四
方
八
方

ど
こ
か
ら
で
も
鑑
賞
で
き
る
こ
の
中
庭

は
、
こ
れ
か
ら
市
役
所
に
訪
れ
た
市
民

の
心
を
、
癒
し
て
く
れ
そ
う
で
す
。

④
蒙
域
の
沓
塁
を
図
る

が：ヤ

　
秋
留
地
区
農
業
集
落
排
水
汚
水
処
理

施
設
が
完
成
し
、
そ
の
落
成
式
が
1
0
月

2
日
、
開
か
れ
ま
し
た
。
近
年
、
農
村

部
も
都
市
化
が
進
み
、
家
庭
か
ら
の
生

活
廃
水
量
の
増
加
な
ど
で
水
質
が
悪
化
。

生
活
環
境
や
農
業
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す

要
因
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
山
本
市
長

は
「
待
望
の
施
設
が
完
成
し
喜
ば
し
い
。

若
者
が
夢
と
希
望
を
持
て
る
農
政
を
進

め
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
施
設
は
生
活

環
境
の
改
善
、
公
共
水
域
の
水
質
保
全

に
役
立
つ
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

ゲ
魯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轟
F

㊦
雷
に
弩
バ
；
垂
垂

す懸且し写真を差紙に掲載された■広報

　
　
　
1
2
年
ぶ
り
に
パ
リ
ー
グ
制
覇
1
。
日

　
向
市
で
キ
ャ
ン
プ
を
行
っ
て
い
る
大
阪

　
近
鉄
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
が
9
月
2
6
日
、
み

　
ご
と
リ
ー
グ
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
　
こ
の
日
は
、
対
オ
リ
ッ
ク
ス
戦
で
、
優

　
勝
の
瞬
間
を
見
と
ど
け
よ
う
と
市
役
所

　
玄
関
に
大
型
の
テ
レ
ビ
が
備
え
付
け
ら

　
れ
、
市
民
約
2
0
0
人
が
観
戦
。
先
制

　
タ
イ
ム
リ
ー
が
出
る
と
会
場
は
大
い
に

　
盛
り
上
が
り
押
せ
押
せ
・
ム
ー
ド
。
し
か

　
し
、
中
盤
か
ら
形
勢
が
次
第
に
逆
転
。

　
3
点
差
と
な
っ
た
終
盤
、
会
場
は
重
壁

　
し
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
す
。
つ
め
か

　
け
た
フ
ァ
ン
も
メ
ガ
ホ
ン
を
た
た
い
て

　
声
援
を
送
り
ま
す
が
、
9
回
表
に
1
点

　
を
追
加
さ
れ
、
た
め
息
。
そ
れ
で
も
逆

　
転
を
信
じ
て
声
援
を
送
り
続
け
ま
す
。

　
　
試
合
は
運
命
の
9
回
裏
へ
。
打
線
が

8曜

ﾂ
な
が
り
、
ま
さ
か
の
満
塁
。
も
し
か

　
し
て
…
。
そ
し
て
代
打
、
北
川
博

　
敏
選
手
。
会
心
の
あ
た
り
の
打
球
は
左

　
中
間
ス
タ
ン
ド
へ
。
奇
跡
の
代
打
満
塁

　
逆
転
サ
ヨ
ナ
ラ
ホ
ー
ム
ラ
ン
が
と
び
出

　
し
た
瞬
間
、
み
ん
な
跳
び
上
が
っ
て
大

　
喜
び
で
す
。
手
を
と
り
、
抱
き
合
っ
て

　
逡
年
ぶ
り
の
劇
的
優
勝
を
祝
い
ま
し

　
た
。
歓
喜
の
渦
の
中
で
胴
上
げ
さ
れ
た

　
山
本
市
長
は
「
市
制
施
行
5
0
周
年
の
年

　
に
リ
ー
グ
優
勝
し
て
と
て
も
感
激
。
次

　
は
ぜ
ひ
日
本
一
に
」
と
猛
牛
軍
団
を
た

　
た
え
ま
し
た
。

融
’

⑫
郷
の
サ
柔
イ
竃

黒甜南平　　　蜜獅苗

齢‘篇壕一f
』

お
自
ケ
浜

　
J
P
S
A
プ
ロ
サ
ー
フ
ィ
ン
大
会
が

10

獅
P
1
日
か
ら
1
4
口
に
か
け
て
お
倉
ヶ

浜
海
水
浴
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
日
向
市
市
制
施
行
5
0
周
年
記

念
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
市
民
に
よ
り

自
主
企
画
運
営
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
お
倉
ヶ
浜
は
、
県
内
で
も
絶
好
の
サ

ー
フ
ポ
イ
ン
ト
。
こ
の
日
も
、
日
向
灘

か
ら
吹
く
強
い
風
の
影
響
で
、
絶
好
の

高
波
が
押
し
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

　
大
会
に
参
加
し
た
サ
ー
フ
ァ
ー
た
ち

は
秋
晴
れ
の
も
と
、
巧
み
な
技
を
競
い

合
っ
て
い
ま
し
た
。

⑤
竃
ス
多
オ
へ
い
っ
た
の
か

　
テ
レ
ビ
の
人
気
番
組
、
「
開
運
1
何

で
も
鑑
定
団
」
の
公
開
録
画
が
1
0
月
1
3

日
、
日
向
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
舞
台
に
事
前
審
査
を
通

過
し
た
7
人
が
、
ご
自
慢
の
お
宝
を
持

っ
て
登
場
。
お
な
じ
み
の
鑑
定
上
2
人

が
、
観
客
約
2
0
0
0
人
が
見
守
る
中

で
鑑
定
し
ま
し
た
。
は
た
し
て
、
東
京

の
ス
タ
ジ
オ
行
き
に
な
る
高
価
な
お
宝

は
出
た
の
で
し
ょ
う
か
、
そ
れ
は
放
送

を
見
て
の
お
た
の
し
み
。
番
組
は
、
来

年
－
月
に
放
送
の
予
定
で
す
。

77
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　　　報　言

　「情報伝言板」は、皆さんの自

主的な活動を応援するコーナーで

す。サークル活動などの会員募集

やイベントなどの情報をお寄せく

ださい。営利や政治・宗教活動を

目的としたものはお断りします。

　原稿は、毎月1日までに市総務

課（盈内線2234）へ。ただし、

紙面のスペースの関係上、掲載で

きない場合があります。

■日向養護学校の学習発表会とバザ

ーにご協力ください

《バザー》

◇日時＝馳F成13年12月2日（日〉

午自有91時～ノi二f菱21貯50分・

◇場所；日向養護学校体育館ほか

◇内容＝学習発表会とPTAによる

バザー

《バザー物品の募集》

◇バザー物品の募集＝ご家庭で不要

なものをバザー物品として提供して

ください（占冠は除きます）。連絡し

ていただければ取りにうかがいます。

◇募集締切＝1財3〔〕日（金）

◇問い合わせ＝日向養護学校匿54

－9610）1＼．

■身近にお酒（または薬物）の問題

はありませんか

　アラノン（Al－A［1〔m）はアル

コール（または薬物）依存の問題を

持つ人の家族と友人の集まりです。

同じ1㌧畳1しみを経験したもの同．i：、心

を開いて話し合ってみませんか。

◇日時＝lI月24日（D～25

［　GD午前10π寺～午そ菱4巨与

◇場所＝宮崎県総合保健センター5F

◇参n目費＝150011」（垂ljf更振替㌶二

て11月5日（金）までにお申込く

ださい，口座はお問い合せドさい）

◇昼食＝500円（必要な人は参加

費と共にお振込みください）

◇問い合わせ；特定非営利活動
（NPO）法人アラノンジャパンGSO

（費03－3472－7712）

　　　　　　市制施行50周年記念事業

「はばたけ！日向」～参加・連鵬・創造～

　　　『市民自主企画運営事業』の紹介
■地方史研究大会
◇日時・場所＝11月22日（木）、中央公民館研修室

◇内容＝県内の郷ヒ史の愛好者を集めて10：00～市内
史跡めぐり、、13；00～本市学芸員の緒方博文氏による
「官軍少f／1…迫田鉄ノ‘郎」の研究発～こ会をffう，人場無料

◇問い合わせ；日向［lf史談会（容52－7475）

　　『50周年実行委員会運営事業』の紹介
■ハレルヤコンサート

◇日時・場所＝12月2目（日）日向市文化交流センター

人ホール、開場13：00、開演13：30

口内天引lf内の音楽愛好者を中心とした師走の街に歓喜を呼

び起こすコンサート．▽出演団体／1．合同コーラス（ふる

さとの四季）指揮者／野L敏治、、日向混声合唱団、ひむかい

コーラス、ふれあいコーラス、蕗のとう、日向竜謡を歌う会、

コールミューゼス、メモリーコーラス、延岡混声合唱団、日

向保育協議会、　・般参加　2．目向…音楽レスナーの会（2

台のピアノによる動物の謝肉祭）3．ll向市民吹奏楽団（マ

ンボ・イン…他）4．キーボードオーケストラ「日lllj楽」

（リコーダー・ピアノコンチェルト他）5．合同演奏ハレル

ヤコーラス、▽指揮者／保坂千1艮、入場料300円

◇問い合わせ；日向文化交流センター（盈54－6111）

忙
ぐ

、

？・　　　　　・ト
　「秋のとしょかんまつり」について（お知らせ）

　今年は「大人も楽しめる1としょかんまつり1。ちょっ

と趣向を変えての企画となっています。それぞれに楽し

めるコーナーがありますので、週末の土曜日1お気軽に

図書館へ足を運んでみませんか。

◇日　時＝11月10日（土）、9：00～、市立図書館

◇内　容＝古本市、9：00～12：00／お茶会、1

0：00～12；OO／おはなし会（大人、①11：0

0～11；30、②14：00～15：00）（こども、1

4：00～15：00）／手作りコーナー「秋の草花遊

び」、13：30～15：00／お楽しみコーナー「快適

生活はなまる百科～暮らしの裏ワザ教えます～」、15：

00～15：30、みなさんの来館をお待ちしています。

みんなの広場

イ

　
毎
［
が
夢
の
よ
う
に
過
ぎ
て
行
く
。

こ
ん
な
素
敵
な
目
々
が
続
い
た
ら
二
分

が
自
分
で
な
く
な
っ
て
し
ま
い
そ
う
．
、

そ
ん
な
気
持
ち
に
な
り
な
が
ら
も
、
こ

の
時
間
が
永
遠
に
続
い
て
欲
し
い
と
願

っ
て
い
た
。
初
め
て
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、

期
待
と
不
安
を
．
両
手
に
い
っ
ぱ
い
抱
え

な
が
ら
ア
デ
レ
ー
ド
空
港
に
降
り
凱
つ

た
の
は
冷
た
い
風
が
吹
く
8
月
9
H
だ

っ
た
。
空
港
か
ら
バ
ス
に
揺
ら
れ
て
ゴ

ー
ラ
市
ま
で
の
道
の
り
が
な
ん
と
速
く

感
じ
ら
れ
た
こ
と
か
。
迎
え
て
く
れ
た

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
カ
ズ
ン
ズ
さ
ん

の
笑
顔
は
そ
ん
な
私
の
．
不
安
を
真
っ
青

な
空
の
向
う
へ
吹
き
飛
ば
し
た
。

　
カ
ズ
ン
ズ
一
家
は
私
を
初
め
か
ら
お

ほ瀧＿盛

．・＿　1

3　　，

　
今
月
号
は
、
8
月
に
ゴ
ー
ラ
市

に
派
遣
し
た
高
校
生
の
作
文
を
紙

面
の
都
合
に
よ
り
、
一
部
省
略
し

て
紹
介
し
ま
す
。

黒
木
　
綾
乃
（
日
向
高
等
学
校
　
1
年
）
さ
ん

ゴ
ー
ラ
市
は
最
高
の
思
い
出

客
扱
い
せ
ず
、
ま
る
で
本
当
の
家
族
の

よ
う
に
接
し
て
く
だ
さ
る
．
、
だ
か
ら
、

料
理
や
洗
濯
、
薪
割
り
な
ど
家
族
の
．

員
と
し
て
の
ヂ
伝
い
が
と
て
も
う
れ
し

か
っ
た
。
ま
た
、
家
事
や
家
の
仕
事
、

食
事
や
ふ
だ
ん
の
会
話
の
中
か
ら
、
家

族
の
雰
囲
気
も
お
圧
い
が
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
を
尊
噴
し
つ
つ
も
家
族
の
絆
で
強
く

結
ば
れ
て
い
る
の
が
感
じ
ら
れ
た
．
、

　
心
配
し
て
い
た
英
語
も
何
と
か
通
じ

る
。
日
本
の
文
化
も
少
し
は
紹
介
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
ゴ
ー
ラ
高
校
は
と
て

も
自
由
な
校
風
で
、
授
業
中
や
ク
ラ
ス

の
雰
囲
気
は
、
ま
る
で
映
画
や
テ
レ
ビ

ド
ラ
マ
を
見
て
い
る
よ
う
な
感
じ
だ
っ

た
。
生
活
習
慣
や
文
化
の
違
い
か
ら
く

る
違
和
感
は
あ
っ
た
も
の
の
、
生
徒
は

み
な
や
さ
し
く
楽
し
い
．
．
一
人
ひ
と
り

が
伸
び
伸
び
と
学
校
生
活
を
す
ご
し
て

い
る
の
が
羨
ま
し
く
思
え
た
、

　
明
日
は
帰
国
と
い
う
前
の
夜
に
さ
よ

な
ら
パ
ー
テ
ィ
が
行
わ
れ
た
。
み
ん
な

楽
し
く
交
流
を
深
め
、
わ
た
し
も
そ
の

中
で
い
ろ
ん
な
こ
と
を
話
し
て
い
た
．
、

突
然
大
き
な
ケ
ー
キ
が
川
意
さ
れ
私
の

名
前
が
呼
ば
れ
た
。
今
日
は
私
の
誕
生

H
だ
っ
た
の
だ
．
．
「
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス

デ
イ
、
ア
ヤ
ノ
」
と
そ
こ
に
い
た
み
ん

な
が
お
祝
い
を
し
て
く
れ
た
．
．
私
は
感

激
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
ま
た
、

明
日
は
も
う
帰
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
い
う
寂
し
さ
が
一
緒
に
な
り
、
思
わ

ず
涙
が
あ
ふ
れ
て
き
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
で
の
、
い
や
こ
れ
ま
で
の
人
生
で

最
高
の
思
い
出
と
な
っ
た
．

　今西幸太さん（25歳：西草場）

　　　しばらく体んでいた、趣味の《
　バドミントンを、また始めよう

　　と思っています。市、坑口井田に

　嘱託員として勤めて4年になり

　　ます。今月もおもしろい本がた

　　くさん入荷していますよ。みな

　　さん、ぜひおこしください，

歴

｝

いきいき
　　　　青春トーク

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
み
な
さ
ん
の

近
所
の
若
者
や
職
場
の
ホ
ー
プ
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。
紹
介
し
た
い
人
が
い
る

か
た
は
、
市
総
務
課
（
容
内
線
2
2
3

4
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、

自
薦
、
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

　
ご
運
絡
を
い
た
だ
い
た
人
は
、
広
報

係
が
写
真
を
撮
り
に
う
か
が
い
ま
す
。

、蟹．

福村愛さん（22歳：高砂町）

　f木liはよく友愛韮と闇夜fJ＝に111カ・

けます．この前は熊本の…月ニグ

リーンランドにlfってきまし

た、温泉が好きで、県内の温泉

はほとんど行きましたよ　日向

市のサンパーク温泉施設が完成

するのが待ち遠しいです。
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おしらせ・ぼしゅう

11月の納期

粥
弛

円
舞

雛
麟

年
輩
　
　
で

民
腱
　
金

日
野
　
　
税

…■

鈴
￥
ﾝ

一

一
◇
職
務
内
容
1
1
被
保
険
者
世
帯

　
を
訪
問
し
て
国
民
健
康
保
険
税

を
収
納
す
る
．

　
◇
採
用
期
間
一
平
成
1
4
年
4
月

…
1
日
～
1
年
間
（
再
任
呵
）

…
◇
勤
務
時
間
1
1
午
前
m
時
か

一
ら
、
週
鋤
時
間
以
内

◇
報
酬
1
1
基
本
額
、
月
額
8
万

円
、
別
に
収
納
額
等
に
応
じ
加

日
向
市
国
民
健
康
保
険
税
収
納
嘱
託
員

■
　
投
函
し
て
く
だ
さ
い

　
身
近
な
道
路
標
識
へ
の
意
見

　
道
路
揮
識
の
汎
収
…
直
や
ヒ
衣
．
叩
肉
U

容
に
つ
い
て
、
み
な
さ
ん
か
ら

の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
今
後

の
槽
識
の
整
備
に
役
蹉
て
る
た

め
ド
目
い
ホ
ス
ト
（
標
識
ボ
ッ
ク

ス
）
を
市
建
設
課
に
設
置
し
て

い
ま
す
．
．
身
近
に
あ
る
道
路
標

識
に
つ
い
て
ご
意
見
な
ど
を
．
記

入
し
、
投
函
し
て
く
だ
さ
い
．
．

◇
問
い
合
わ
せ
1
1
市
建
設
課
道

路
維
持
係
（
暦
内
線
2
3
5
0
）

■　
成
人
式
を
計
画
・
運
営

　
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
成
人
式
の
実
行
委
員
を
次
の

要
領
で
募
集
し
ま
す
．
．

◇
対
象
1
1
お
お
む
ね
1
8
歳
～
陶

歳
の
人
．

◇
内
容
1
1
式
典
や
イ
ベ
ン
ト
の

運
営
、
お
よ
び
成
人
式
の
内
容

の
検
討
、

◇
実
行
委
員
会
1
1
週
－
回
、
午

後
7
野
か
ら
行
い
ま
す

◇
牛
込
期
限
目
H
丹
1
5
日
（
木
）

◇
申
込
・
問
い
合
わ
せ
1
1
〒
8

8
3
．
8
5
5
5
、
市
教
育
委

員
会
社
会
教
育
課
（
歴
内
線
2

4
2
3
）

り
ま
す
　
諾
し
く
は
契
約
管
理

課
（
含
内
線
2
2
6
つ
こ
ま
で
．

■
青
い
ボ
ス
ト
ハ
標
目
ホ
ッ
ク
ス
一
を
設
置

」1

算
額
が
有
り
ま
す

◇
福
利
厚
生
1
1
．
雇
川
保
険
、
健

康
保
険
、
厚
生
年
金
に
加
歯
し

ま
す

◇
募
集
人
員
1
1
1
人

◇
応
募
資
格
1
1
1
日
向
市
に
居

住
を
し
て
い
る
人
、
．
2
．
昭
和
2
1

年
4
月
2
－
1
～
昭
和
4
1
年
4
月

i
1
1
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
（
平

成
1
4
年
4
月
－
日
現
在
で
痴
歳

以
L
茄
歳
」
木
満
の
人
）
、
性
別

は
問
わ
な
い
、
③
健
康
で
国
民

健
康
保
険
税
の
収
納
事
務
に
適

す
る
と
認
め
ら
れ
る
人
、
雀

学
歴
は
問
わ
な
い
が
、
高
等
学

校
卒
脱
ぺ
程
度
の
．
般
教
養
を
官

す
る
人
、
．
亀
原
動
機
付
自
転
車

ま
た
は
普
通
自
動
車
の
免
許
を

所
持
し
、
自
家
川
車
（
バ
イ

ク
・
軽
自
動
車
可
）
を
保
有
し

て
い
る
こ
と
、
一
6
．
世
酵
員
に
市

税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と
．
．

◇
募
集
期
間
1
1
平
成
1
4
年
－
月

15

g
（
火
）
か
ら
1
月
制
日

（
木
）
ま
で
（
休
日
を
除
く
）
，

◇
提
出
書
類
1
1
履
歴
註

　
市
販
の
も
の
を
使
用
し
、
杜

半
身
（
胸
か
ら
ヒ
）
の
写
真
を

添
付
（
自
筆
に
限
る
）
．
．

◇
提
出
先
1
1
日
向
市
健
康
管
理

課
保
険
税
係
（
容
内
線
2
1
2

0
、
午
前
8
時
鮒
分
か
ら
午
後

5
時
ま
で
）

◇
選
考
方
法
1
1
井
類
審
査
と
面

接
に
よ
り
選
考
し
ま
す
．
．

監

あなたとわたしσ）

箏～々共㊧参画社会

　メディア・リテラシー

　リテラシーとは「読み書きの

能力」の意、メディア・リテラシ：■申告書の様式が現行6種類から

一とは、テレビ・新聞などメデ。

イアの情報を読み解き、使いこ　：損失・修正申告は別表になります。

なす能力のことです。また、そ・■用紙サイズをA4判化、小さい・

のような能力を高めていく取り

組みもメディア・リテラシーと

いいます。メディアは人々の意

識形成や社会の風潮に大きな影。一体化した計算コーナーを設け、●

響を与えるだけに、情報をうの

みにしないで、批判的に読み解：．．． ﾜす。申告一新様式は最寄りの税：は、市役所市民課年金係で受け付

く力を身につけ発信する能力も：務署や市役所窓目・国税庁のホー：けています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
高めていきたいものです。　　　：ムページでもご奪いただけます。　：

i税金一［1メモi喬《ぎ窒Q＆A
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

：平成14年1月から使用する所得税：Q．付加保険料とはどのようなも
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

＝の確定申告書が新しくなります　　：のですか。

：　　　　　《主な改正点》　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　：A．国民年金保険料は現在、定額
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　2種類に統合されます。分離課税、・で月額13300円になっていま
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

　　　　　　　　　　　　　：す。月額400円の付加保険料を
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

　　　　　　　　　　　　　　ヒ乗せして納めると、将来の年金
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

：文字の説明や計算式が整理され、：に付加年金が加算されます。より
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

・記載事項も簡素化されます。　　　・多くの年金を受けたい方におすす
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

：■「申告書の手引き」に申告書と　：めします。
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　　　　　　　　　　加算される額は付加保険料納付
リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

：申告書への記載がスムーズになり：月数×200円です。加入申込み
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

○

75■市民なんでも相談ホットライン伽55－9111・IELo120－86－4388）

。
甫

一
　
平
成
1
4
年
「
成
人
式
」
式
典

　
参
加
し
ま
せ
ん
か

　
成
人
式

　
平
成
1
4
年
の
「
成
人
式
」
式

典
の
参
加
者
を
次
の
要
領
で
受

け
付
け
ま
す
．

◇
式
典
日
時
け
平
成
1
4
年
－
月

B
日
（
日
∀
、
／
午
前
9
時
聞
分

受
付
、
m
時
開
会

◇
式
典
会
場
1
1
市
文
化
交
流
セ

ン
タ
ー

◇
対
象
者
1
1
町
刊
駅
一
1
4
月
2

日
か
ら
昭
和
訂
年
4
月
－
日
ま

で
に
生
圭
れ
た
人

◇
税
込
方
法
1
ー
ヘ
ノ
年
1
1
月
1
日

現
在
で
住
民
票
が
1
1
向
市
に
あ

る
人
に
は
直
接
ご
案
内
し
ま

す
．
そ
れ
以
外
の
人
は
、
郵
便

は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
性
別
、

生
年
壁
心
、
世
帯
、
ヒ
の
氏
名
、

連
絡
先
電
活
而
術
堕
り
を
記
入
し
、

市
社
会
教
育
課
に
お
送
り
ド
さ

い◇
申
込
期
限
1
1
H
月
鵠
H
（
金
）

◇
申
込
・
問
い
合
わ
せ
1
1
一
T
8

8
3
　
8
5
5
5
、
市
教
育
委

員
会
社
会
教
育
課
（
盈
内
線
2

4
2
3
）

一
　
「
土
木
の
日
」
塩
見
橋
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
イ
ベ
ン
ト

　
塩
見
橋
に
さ
わ
っ
て
み

　
よ
う
よ

　
市
民
参
加
型
の
社
会
奉
仕
活

動
で
、
塩
見
橋
に
あ
る
r
す
り

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
市
内
の
児

硫
が
行
い
、
耳
川
産
の
ぶ
な
の

木
に
直
に
触
れ
て
公
止
ハ
物
の
大

切
さ
と
そ
の
公
共
物
の
持
つ
意

味
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
1
1

的
に
開
き
ま
す
．
．

◇
日
時
1
1
1
1
月
1
1
日
（
日
）
、

一
．
　
　
一
」
）
　
・
f

I
　
　
】
〔
　
　
　
、
　
～

◇
場
所
1
1
塩
見
橋

◇
内
容
1
ー
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
作
業

（
約
－
時
間
、
f
す
り
を
水
洗

い
し
、
自
然
塗
料
を
塗
る
．
．
塗

料
、
は
E
な
ど
は
木
の
芽
会
が

準
・
備
）
雨
天
時
は
順
延
の
r
定

詳
し
く
は
目
向
木
の
芽
会
（
歴

茄
　
1
8
2
8
∀
へ
、

　
な
お
、
同
日
は
午
後
1
時
か

ら
市
役
所
前
で
木
［
教
室
も
開

き
ま
す
．
．

蘇
一

　
平
和
を
み
な
さ
ん
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おしらせ・ぼしゅう

秋です、芸能・芸術などいかがですか
　11月3日の文化の日を中ll》に第37回日向市総合文化祭（芸能・芸術部門）を

開いています。この機会にぜひ会場に足を運んでみませんか。

　圏文化祭お茶会（日向市茶道連盟）／11月3　■H向rlj俳句会連合会（俳句色紙展）／1月24．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　日／ll映公民館　　　　　　　　　　　　　　　　　日～12月2iし／中央公民館
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■ll向支部民謡民設発表会（宮崎県民謡会lll「11支　■第161911たから忌俳句大会（あすなろ俳句1

　部）／11月4日／中央公民館　　　　　　　　　　会〉／12月2【1／中央公民館　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
謄31儒讐縦聯観世i充一書i騨了濡rて磁品鷺コンサ…

．■bF成13年菊花展（日向秋香会）／ll月3il■il向ナツメロ若葉会（ボ　　　ィア1〔〕周fr記i

　～8目／日向市役所玄膜1ホール　　　　　　　　念行事としてナツメロの・集　　　　2月8日越日｛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マ　レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ξ　圏Ii向寒蘭第371ml展示人会（日向寒蘭麺f会）　　1「II　ll∫文化交流センター

／111」10日・ll14／ll映公民館　　　■II剛眠吹奏楽1湖（第一：　i棚　　∩
1■趣味の演技発表会（宮崎県教職員々1助会事々：部　21」9日／11向市文ノノ｛汝　シ㌃一マノ冠　“　　　i

…m・・地1桧）／IUII711、18｝1川知屋公民館・ひ勧・の里暗　・・麺蟹

…■合同闇闇祭Gl向市こ曲会、畠山流尺八美風会、　（ヴァレンタイン　　　　　　　　　　　3日／

…国風音楽講習所、宮崎岳星会目向支部、琴城流大中央公民館　　　　　　　　マ▽　　　　1
」E鞠桧日，・、，支部、1細猷流大1隊劇誘．ll向職会（嚇．詩鍛）／11J、；

1静峰会、）／11月18【1／中央公民館　　　　　　　目／中央／’囎　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト…■H向混声合唱団（第211111定期演奏会）／Il　■三味　　　　　　　（新春弾　　ダ　　　　月21

　月24日／lll央公民館　　　　　　　711／中央、館
　■糸乎可プロダクション（秋の華錐台）／11月　■Il向吝楽レス　　　　D曽へ　　　　　　　　i

　25日／中央公民館　　　　　　　　　　　　　　　　，卜）／3月／日向m　　　　　　　　　　　　一ル）i

　　日向市　　Q＆A

情報公開制度　　③

Q．開示請求は誰でもできるの

　ですか。

A．開示請求ができる人は、次

　のとおりです。

①市内に住所を有する人

②市内に事務所又は事業所を有

する個人及び法人その他の団体

③市内にある職務所又は事業所

に勤務する人

④市内にある学校に在学する人

⑤実施機関が行う事務事業に利

害関係を有する人

　なお、これら以外の人からの

開示の申し出についても、応じ

るように努めます。

　
火
災
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．

　
近
年
の
建
物
火
災
に
よ
る
死

者
の
う
ち
、
住
宅
火
災
に
よ
る

死
者
が
8
剖
以
ヒ
を
占
め
、
ま

た
、
住
宅
火
災
に
お
け
る
死
者

の
う
ち
高
齢
蓄
層
が
約
半
数
を

一
、
n
め
て
い
ま
す
．
．
い
の
ち
を
守

譲
三
岳

3東　　部◇配育財◇
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③
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1
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、
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・
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気
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別

　，介護保険の制度や保険料の説明会

　毎月1回説明会を行っています。今月は下記

の日程です。どなたでも、ご参加いただけます。

◇と　き　　＝11月12日（月）、午前10時～

◇ところ　　＝市民健康管理センター

◇問い合わせ＝高齢者あんしん対策室（倉内線21

93）

「同和」問題市民講演会

鳳ノ「
勘

ρ
；

ぐ一」㌧

破蜘P㌧，

見つめ直そうみんなの人権

（12月4日～10日、人権週間）

　両親、兄姉の猛烈な反対を受けながらも、

同和地区出易の男性と結婚をされた井上さん

の体験談は、非常に説得力があり、心をうち

ます。

●日時＝12月4日（火）午後1時30分～

●会場＝市〔P央公民館

●講師＝井上泰子さん（箕面市立萱野中央人

権文化センター）

●淵瀬＝「きっと笑って会える日を」

●問い合わせ＝企画課同和対策係（8内線
2217）

⑰…身澗・・断・勘を推進・て・、・す・76
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ド
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儀乳幼児健診

　　　　ひ　

L　瀞’、　　　一』

　寺尾美紀ちゃん
　公孝・明美（迎洋園）

■3か月児健診＝H時／ll月9日（金1、：川R翁、

対象／／’i勺戎13fl三8月，巨まオ「し

■7か月児健診＝日時／ll月】6川斜、対象／1ξ

成13年4∫」生まれ

■1歳児健康相談＝日時／ll月131i（火｝、対象／

’1勺戊12fド101」生ま回し

■1歳6か月児健診＝日時／ll月8日｛木1、対

象／ハ1勺戊】2fl三4月生ま才t

■3歳児健診；日時／ll月1日（イく1、対象／’i城

10fド4月生ま才t

※受付時間は、3か月児・7か月児／午後1時～

III与3〔｝分、1歳6か月児・3歳児／1「後1時～2

時、1歳児／午前9時30ラ♪～m時です。母」仁健康

乎帳を忘れずに、市民健康管理センターへ。

照すくすく教室
◇日時＝ll月27日〔火｝午後2時～午後3時30分

◇対象＝生後6か月までα）乳児を育児中のお父さ　　’

ん、お母さん

◇内容＝・工栄養しとの離乳食作り・試食、21体重

測定・身長測定、③赤ちゃんの健康相談、④ママ

やパパ同しの交流会など。

椎葉朱里ちゃん
哲也・智美（西草場）

◇会場＝市民健康管理センター

◇持参するもの＝母召建康r帳

※r約・参加料は、必要ありません。

◎しすくすくOB教室

石川凛ちゃん
銀一・広美（庄手）

　市は、生後6か月以降の乳幼児と保護～1の仲間

づくりの場所として、市民健康管理センターを開

放しています。　　　　　　　　　　　　　　　譜
◇日日寺＝f暖）墨グ（賑彗1／i冴菱2｝i芋～31痔30ラ♪

◇対象＝生後6か月以降の乳幼児と保護者

◇内容；白iこ的な交流会

●しパパママ教室

◇日時＝ll月llll〔ID！1＝前1｛）時～12時

◇対象＝出産を迎えるパパとママ

◇内容一妊娠中の歯の管理（歯科医師冒襲i科衛生

Dパパとママのための栄養の知識など。

◇会場＝市民健康管理センター

◇申込方法＝開催日の1週間前までに氏名、連絡

先をll∫民健康管理センター（麿内線2184）ま

でご連絡ください、、

，

一
一
n

1：村理緒ちゃん

広文・真美（塩田）

池田奨梧くん
敦彦・美和子（江良1）

q軋くらしの中翫気にからだを動かそう！

　■ウォーキングの健康効果

　◇ストレス解消

　　臼律神経が落ち着く．

　◇老化を防ぐ

　　脚の筋肉から脳細胞へ刺激が伝わる

　◇肥満を防ぐ

e◇晶欝謝とて醜く脂IIノ∫を難

　　歩くと骨に刺激が加わり、骨が強化される，．

　◇高血圧を抑える
　　lllLf」＝がよくなり高［fiLIEを抑える．

　◇糖尿病を防ぐ

　　由L糖植をドげる

　◇高脂血症を防ぐ

　　ll旺流量が増えll肝管に付着した脂肪を洗い流す．

　圏1日1万歩を目標に

　　　11本人は、1日に労働や睡眠で消費するエネル

　ギー疑よりも約300kcと［1分、余分にエネルギ

　一を取っているといわれます　この余分なエネル

　ギーが蓄積されていくと「肥満」になってしまう

　わけです＝この300kcal分を消費するために
●，腰な運動｛llが、　IIIIノ∫歩のウォ＿キングなの

q恥11月の休日在宅医 ※事前にテレホンサービス
　　　（費53－1214）で確認を1

「癖臨購儲君門門鵬）浦上医院（内’胃腸含52一　　　．

・日1繹｝．、ハ討論膵監艦，小懸樋肇。罷。、

　　　！

P1日

三ケ尻医　　正　　リハ容52－5557．，田医一　　ヨ餐5冊一松岡医

@（内a52－5407）松岡医院（内容52－5407）沼田医院（内容52－

R785）　稲原眼科（眼容52－2209）

18日
1惣保医院（内・外・胃腸容52－2936）鮫島病院（精神・内・放倉54－
U801）

23日

黒木医院（内β52－6055）萩原眼科（眼麿63－7222）　山元医院（小児　　　　　　　　　　　　　，

@53－6066）大平医院（整外・リウ・内・リハ費52－3337）

煢ﾈ（内・循環盈55－0600）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　家村

Q5日騎勤夕騰篇耀、男覇糠e」舩2－2530購　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

ヘルシークッキング
　小松菜とえのきのサラダ

〈材料4人分〉

小松菜

えのき

人参

ささみ

酢・しょうゆ

ドレッシング

　　・ヘベ酢

　　・しょうゆ

　　・ごま油

　　　o

200g

　l袋

　P4本

2本

小さじ1

大さじ1

大さじ1

大さじ2

①小松菜は苑でて4cm位に切る、

えのきは2等分に人参はせん切に

して茄でる．

②ささみは茄でさいて酢・しょう

ゆをかけておく．

③ドレッシングを作り①と②を和

える．エネルギー　78Kcal、

塩分　0．6g　〔1人分）

です＝

儀

則
，
　
　
∂

壽
’

　
　
、勾

11月の献血日程

16日（金）届チンエ
　　　ナカマ日向店
　　　日向精錬所
127日（火）ヨJA　o　辰四ロセン　一

　　　1鮫島病院
　　　1　　　瀧井病院

∩
コ
ー
4
Q
）
り
乙
4

30～1100

：30～13：00

30～16：⊆）Q

：30～11：00

30～14：00

30～17：00
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・一二 P一　⊇

テレホンサービス
　　容53－5857

日向市保育協議会

．10／29（月）

　　～
11／4（日）

3・4歳頃の運動あそび　　　　1
（1）器用さがでτくる　　　　　　　　　　i

（2）易体運動のいろいろ　　　　　　　1

（3）身体運動の土台づくり、自発活動を大切に1

11／5（月）緋泄のしつけ

　　～1簾翻跨1㌻つけ
11／11（日）（3）おねしょの扱い

11／12（月）こどもの栄養教育

　　　　　（1）食事は生活の縮図
　　～
　　　　　（2）食の選択能力は健康づくりの大切なカギ
11／18（日）（3）インスタント食品はほどほどに

…11／19（月） こんな遊び大好き
1

i　　～
（1）親子で遊ぶのが一番　　　　　　　1（2）親子遊びのいろいろ

11／25（日）
K3）すごやかに育つ親子遊び

1

11／26（目）． よくない叱り方、いい叱り方

～
（1）一番よくない叱り方

i2）一貫性のある叱り方
12／2（日） （3）いい叱り方

1…

9月中の交通事故

人身事故　死　亡　負傷者　物損事故
54件 0人 63人 80件

～止まって確認1無事故に挑戦～

　
御

　
現

　
㎝

　
訓

帯
田

世
一

と口業の市向日

　
　
　
　

－
R
）
ハ
」
1

3
十
2
1

十
　
十

　
　
　
一

く
く
く
く

人
人
人
馴

（
◎
h
b
O
7

5
7
Ω
U
2

0
7
9
」
Q
》

Q
）
7
1
－
1

5
（
∠
3
（
∠

ロ
　
　
数

　
男
女
帯

人
　
　
世

転　入　174人　　転　出　152人

出　生　　43人　　死　亡　　34人

面　積 117．43k㎡
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‘
艦
廓
簿
・

．
‘
瓠

七
⇒
禽
脅
弟

．
》
．
が

》
塾

虞
卒
⇒

‘
‘
虞
沸
占
ト
ヒ
，
弁
魯
沸

鰹

土
の
歴
史

　
市
内
に
は
い
た
る
と
こ
ろ
に
旧
鉱
山

が
あ
り
、
そ
の
名
残
の
坑
日
跡
も
か
な

り
見
ら
れ
ま
す
．
．
そ
の
中
の
ひ
と
つ
、

旧
富
高
金
山
は
日
向
中
学
佼
か
ら
永
寿

園
に
か
け
て
の
丘
陵
一
帯
に
あ
り
ま
し

た
。
金
山
は
、
天
正
m
年
↑
5
8
8
〕
、
豊

臣
秀
占
が
天
正
大
判
・
小
判
鋳
造
の
た

め
、
大
和
（
奈
良
県
）
か
ら
金
山
代
官

を
派
遣
し
、
開
発
さ
せ
た
の
が
始
ま
り

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
、
金
は
明
治
末
頃
ま
で
、
そ

の
後
、
大
正
末
か
ら
昭
和
初
期
の
頃
、
ま

で
は
黄
銅
鉱
の
採
掘
が
行
わ
れ
て
い
ま

．
“

’

コ
F
、

　
「

鰹

顎
悔
を

，ノ、

富高金山に建つ稲荷神社

シ
リ
ー
ズ
2
5

　
尊
高
金
山
と
稲
荷

卜＝

し
た
。
金
が
ど
れ
く
ら
い
と
れ
た
の
か

は
、
資
料
が
全
く
残
っ
て
い
な
い
の
で

分
か
り
ま
せ
ん
．
、
「
坑
道
が
縦
横
に
蜘

蛛
の
巣
み
た
い
に
つ
な
が
っ
て
い
た
」

と
い
う
占
老
の
話
か
ら
推
察
す
る
と
か

な
り
産
出
し
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

広
見
の
黒
木
イ
チ
さ
ん
（
8
2
歳
）
は
、

「
わ
た
し
が
椎
葉
か
ら
こ
の
家
に
嫁
い

で
来
た
こ
ろ
に
、
鹿
児
島
か
ら
鉱
山
の

調
査
に
き
て
い
ま
し
た
．
．
そ
の
人
は
掘

れ
ば
ま
だ
金
が
出
る
と
，
．
目
っ
て
い
た
の

を
覚
え
て
い
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
、

戦
後
す
ぐ
の
こ
ろ
で
す
。
イ
チ
さ
ん
方

の
裏
に
、
金
山
守
護
の
た
め
京
都
伏
見

よ
り
勧
請
し
た
と
い
う
正
一
位
稲
荷
が

あ
り
ま
す
。
稲
荷
の
祭
神
は
大
風
主
命
、

リ
　
ド
　
ニ
　
ヴ
　
マ
　
ド
　
ニ
　
コ
　
ト
　
　
サ
　
げ
　
ヴ
　
ピ
　
コ
ノ
　
こ
　
コ
ト

宇
之
御
魂
命
、
猿
田
彦
命
の
3
体
で
す
。

い
ま
で
も
、
初
午
の
［
に
は
、
社
の
前

で
神
事
が
あ
り
、
そ
の
後
公
民
館
で
直

会
が
あ
り
ま
す
。
い
ま
も
続
く
岩
崎
地

区
の
伝
統
行
事
と
し
て
人
事
に
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
昔
こ
の
稲
荷
の
そ
ば
で
昼
寝
を
し
て

ふ
と
日
を
覚
ま
す
と
、
白
い
キ
ツ
ネ
が

し
ば
し
ば
見
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　
坑
道
跡
は
戦
時
中
に
防
空
壕
と
し
て

利
用
さ
れ
ま
し
た
。
戦
争
末
期
に
な
る

噛

市
制
施
行
5
0
周
年
記
念
日
向
市
史
編
さ
ん
事
業

と
、
稲
荷
に
近
い
河
野
友
三
郎
さ
ん
の

庭
に
臨
時
の
小
学
校
が
開
設
さ
れ
ま
し

た
。
．
一
．
供
た
ち
や
近
所
の
人
た
ち
は
空

襲
警
報
が
な
る
た
び
に
走
り
込
ん
で
い

た
そ
う
で
す
。
採
掘
が
行
わ
れ
な
く
な

る
と
、
夏
に
は
涼
を
と
る
場
所
と
し
て

近
く
の
人
た
ち
が
利
用
し
て
い
ま
し

た
。
特
に
暑
い
日
は
、
ゴ
ザ
を
敷
き
バ

ン
コ
を
出
し
て
夜
遅
く
ま
で
涼
ん
で
い

た
そ
う
で
す
。
奥
の
方
か
ら
と
て
も
涼

し
い
風
が
吹
い
て
来
て
寒
い
く
ら
い
だ

っ
た
と
も
※
．
目
い
ま
す
。
ま
た
、
疏
て
坑

の
な
か
に
は
深
く
水
を
蓄
え
た
の
も
あ

り
、
ス
イ
カ
を
冷
や
し
た
り
団
r
な
ど

腐
る
も
の
を
紐
で
吊
る
し
た
り
と
冷
蔵

庫
が
わ
り
で
し
た
。
　
一
時
期
こ
の
水
を

飲
料
水
と
し
て
も
利
川
し
ま
し
た
。

　
年
末
か
ら
正
月
に
か
け
て
は
牛
馬
の

餌
と
な
る
草
を
坑
口
に
置
き
、
そ
の
間

占
々
と
し
た
草
を
与
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
こ
の
丘
陵
の
南
西
か
ら
南
東
の
斜
面

や
裾
に
は
い
ま
で
も
坑
口
跡
が
1
0
数
箇

所
見
ら
れ
ま
す
。
付
近
に
は
グ
リ
と
呼

　
　
　
　
　
　
　
ニ
う
さ
い

ば
れ
る
選
別
後
の
青
津
が
高
く
積
ま
れ

て
い
ま
し
た
。
大
雨
時
に
は
危
険
な
の

で
、
現
在
で
は
崩
落
防
止
の
た
め
よ
う

壁
が
築
か
れ
て
い
る
箇
所
も
あ
り
ま
す
。

　
市
史
編
さ
ん
室
（
8
内
線
2
2
3
6
）

で
は
、
日
向
の
歴
史
に
関
す
る
皆
さ
ん

か
ら
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日固圖
　旧口国

南
凄
、

’

’、：
＋
一

　
1
1
1
1
m
口
ま
で
日
向
岬
グ
リ

ー
ン
パ
ー
ク
で
開
か
れ
て
い
る
、

日
向
現
代
彫
刻
展
。
日
向
岬
の

雄
大
な
自
然
を
彩
り
、
素
晴
ら

し
い
作
品
が
た
く
さ
ん
展
示
し

て
あ
り
ま
す
。
休
日
に
は
作
品

鑑
賞
を
兼
ね
て
、
グ
リ
」
ン
パ

ー
ク
の
散
策
な
ど
い
か
が
で
す

か
。
し
か
し
最
近
、
残
A
、
心
な
こ

と
が
あ
り
ま
し
な
、
咋
年
の
市

民
大
賞
を
受
賞
し
た
作
品
の
．

部
が
、
盗
難
と
破
損
の
被
害
に
．
、

み
ん
な
で
投
票
し
て
選
ん
だ
市

民
大
賞
作
品
だ
け
に
、
と
て
も

残
念
な
こ
と
で
す
。

　
二
度
と
こ
の
よ
う
な
こ
と
が

無
い
こ
と
を
心
か
ら
祈
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
K
》

広報ひゆう渉
　　　平成13年11月号

■編集／日向市役所総務課

　〒883－8555

　　日向市本町10番5号

　　費0982－52－2111

■印刷／（有）第一日嗣
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